
平成２６年度 第１回三重労働局公共調達監視委員会議事概要 
                       平成２６年９月１２日（金） 
                       津公共職業安定所 ２階共用会議室 
 
１、 あいさつ 

総務部長あいさつ 
 
２、 契約案件の審議等 

・平成２５年度第４回公共調達審査会審議結果報告 
  開催日            ：平成２６年３月２６日（水） 
  開催場所           ：津公共職業安定所 ２階共用会議室 
  審査対象期間         ：平成２５年１１月１日から平成２６年１月３１日まで 
  審査対象契約案件及び審査案件 ：審査対象契約案件４件中審査案件４件 
  審査結果           ：全ての案件において適正 

 
  ・平成２６年度第１回公共調達審査会審議結果報告 

開催日            ：平成２６年８月７日（木） 
  開催場所           ：津第二地方合同庁舎 地下１階共用会議室 
  審査対象期間         ：平成２６年２月１日から平成２６年４月３０日まで 
  審査対象契約案件及び審査案件 ：審査対象契約案件５０件中審査案件３０件 
  審査結果           ：全ての案件において適正 

 
・監視委員会抽出報告 
  新規案件については全てを抽出した。 
  公共工事の競争入札、随意契約については該当契約案件なし。物品・役務等の競争入札か

ら６件、物品・役務等の随意契約から１２件、合計１８件を抽出した。 
 

  ・契約案件審議 
 
整理番号１『高速カラー印刷機の購入契約』 

委員：入札結果と契約金額に相違があるのはなぜか。 
会計：消費税を抜いた金額で入札するためである。 

 
整理番号２『伊賀上野地方合同庁舎エレベーター保守点検業務委託契約』 

委員：地震等のトラブルの際はすぐに駆けつけることができるのか。 
会計：基本的には１時間内に駆けつけることができる業者以外は入札に参加していない。 
委員：入札業者以外は１時間以上かかるのか。 
会計：1 時間以上かかるので、説明を聞きに来られただけで 1者は辞退をした。 
委員：落札率が 42％で落札されているものあるが、こういう業者がなぜ他の案件の入札に参加

しないのか。 



会計：エレベーターの機種によって保守できる業者が決まっているためである。 
１時間以内という条件はクリアしているが、○○は伊賀上野地方合同庁舎のエレベータ

ー保守に対応ができないため参加しなかった。 
他の業者にも声掛けはしているが先方の都合で参加ができなかった。 
また、保守専門業者の方が製造メーカーよりも安価で保守ができるようである。 

 
整理番号３『四日市労働基準監督署・四日市公共職業安定所及び付属施設の清掃及び植木管理業務

委託契約』 
委員：同内容の他の入札に参加している○○が参加していない理由はあるのか。 
会計：先方の都合のためである。 

１者応札は避けたいので昨年度入札に参加した業者には公示の段階で声掛けはしている。 
委員：清掃や植木管理のような業者は多いのではないかと思うので、今後は複数応札者が出る

ような努力をしてもらいたい。ちなみに整理番号９・１０・１１は内容が違うのか。 
会計：庁舎の規模及び単独庁舎か合同庁舎の違いがある。 
 

整理番号４『桑名・四日市・鈴鹿・津・伊賀公共職業安定所駐車場等交通誘導業務委託契約』 
委員：業務の内容は誘導が中心なのか。 
会計：道路および駐車場内の案内になる。 
委員：すべての業者が予定価格を上回った場合は再入札になるのか。 
会計：再入札になる。 

 
整理番号５『四日市、伊勢、伊賀公共職業安定所、四日市労働基準監督署、伊賀上野地方合同庁舎

における電気の供給契約』 
委員：対象となる業者は何社ぐらいあるのか。 
会計：全国では 15～20 社ほどあるが問い合わせがあったのは 3社である。 
委員：中部電力と比較して価格はどうなのか。 
会計：本案件に中部電力は参加していないが、別案件を参考にすると 20万ぐらい低くなる。 
  

整理番号６『雇用保険受給資格者に対する就職支援セミナー実施運営業務委託契約』 
委員：こういう事業をしている企業は多くはないのか。 
会計：問い合わせは 2社ほどあった。この業者は愛知局でも契約をしている。 
 

整理番号７『専門家派遣・相談等支援事業委託契約』 
委員：これまでも同様の事業についは、同じ業者と契約しているのか。 
会計：委託事業名は変わっているが、同じ業者と契約をしている。 
委員：契約先の事業者は、事業についてのノウハウは持っているのか。 
会計：これまでに同様の事業を契約しているので、そういう意味ではノウハウを持っている。 
委員：委託事業の結果報告はしているのか。 
会計：事業終了後に監査を行い、適正な金額かどうかを確認し委託費を精算払いしている。 
  



整理番号８『若年者地域連携事業委託契約』 
委員：契約金額に占める再委託の割合 1.31％とは何か。 
会計：セミナー等を外部に委託する再委託の額が、全体の 1.31％ということである。 
委員：契約によって概算払いと精算払いがあるのはなぜか。 
会計：実績があり、本省の承認があるものは概算払いができる。 
委員：県の規模によって予算が付くのか。 
会計：県の規模によって金額が異なる。 
   

整理番号９『シニアワークプログラム地域事業委託契約』 
委員：再委託割合は、どの程度まで良いのか。 
会計：50％を超えてはいけない。今回の案件は 36.2％である。 

再委託の内容は、技能講習が主であり、再委託先の一覧は資料に添付してある。 
 
整理番号１０『生涯現役社会実現環境整備事業委託契約』 

委員：当該契約先については、備品等の財産は何もないのか。 
会計：何もない。 

50 万以下の備品については許可があれば購入できるが、事業が終わった後に処分をする

ことになる。基本的に備品については、リースで対応している。 
 
整理番号１１～１７『障害者就業・生活支援センター事業委託契約』 

委員：県知事から推薦を受けている三重県厚生事業団と聖マッテヤ会は、事業所所在地が同じ

津市だが。 
会計：それぞれの担当する圏域が、津圏域と松阪多気圏域になる。 

津圏域は聖マッテヤ会で、松阪多気圏域は、昨年度までは別の事業所だったが、今回は

三重県厚生事業団と契約をした。 
委員：障害者支援の事業所は他にはないのか。 
会計：ノウハウ等が必要となるので、事業所は限られてくる。 
 

整理番号１８『桑名公共職業安定所来客者用駐車場賃貸借契約』 
委員：契約は 1年ごとなのか。 
会計：はい、昨年度は別の事業者で別の場所だったが、先方の都合で今年度は契約ができなか

った。 
 
３、 その他 

・公共調達監視委員会の開催について 
公共調達審査会の改訂の伴い開催時期を 7 月と 11 月に変更する。 

                                         以 上 


